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4R-9 
開発過程記述用図式エディタの作成
西村好洋 飯田元 井上克郎 鳥居宏次

大阪大学基礎工学部

1.はじめに

ソフトウェアの開発過程を形式的に記述する試みがな

されている [1]， [2J 形式的に記述する事によりあいまい

さをなくし，作成容れるソフトウェアの品質を保つ事が

期待できる.

我々は，関数型言語PD L (Process DescriPtion 

Language)とその処理系を作成し [31 さらに，構造的開

発過程記述用言語SP D L (Structured Process De巴

scriPtion Language)とその処理系をすでに作成している

[41 今回， S P D Lによる開発過程の記述〈スクリプト〉

を効率よく作成できるよう SPDL用図式エディタを作

成した〈図 1).この図式エディタは顕在百上でマウス等

を利用して SPDLスクリプトを作成できる.このエデ

ィタで作成したスクリプトはトランスレータによってP

DLスクリプトに変換dれ， P D Lインタープリタによ

り解釈実行される.本稿では， S P D L潟図式エディタ

について述べる.

夫ごlispD←1¥
巴~
SPDL-PDL 
トランスレータ

開発者

図 PDL，SPDLシステム

2. P D Lとそのインタープワタの主な特徴

PDLは，代数型言語AS L [5Jと問機の構文及び意味

定義を持つ関数型言語である. P D Lの基本関数lこはツ

ールの起動，ウインドウのオープン/ク口ーズなどの操

作を行う関数がある.また， P D Lには複数の作業を並

列lこ実行するための記述法が用意されており，マニュア

ルを参照しながらエディットを行うなどを記述する竜王が

できる.

PDLインタープリタは PDLで記述された開発過程

を解釈，実行する.また抽象的な記述から得られた，未

定義関数を含むようなスクリプトでも実行できるよう，

実行中lこ検出された米定義関数の績をユーザが決めたり，

あるいはその関数の定義を与えたりする事:ができる.

3.開発過程記述言語SPDL

絢発過程を形式的に定義するため，稜々の作業安表す

表現形式〈プ口セスモデル，単にモデノレと呼ぶ〉として，

差是々 は有illiamsの BehavioralProcess Model [21を遂

にした BPモデルを用いる.

BPモデルにおいて，プ口セス Pi は5字組

く入力プロダクト，出力プロダクト，前提条件部，作

業本体，完了条件部〉で構成される. ここで，

-入カプロダクトはプロセス中で参照されるファイルや

ドキュメントなどの集合.

・出力プ口ダクトはプロセスによって生成されるファイ

ルやドキュメントなどの集合.

・作業本体は前提条件部が満たされたときに行なう作業.

ツール起動などの具体的な作業か，または，サブプロ

セス集合S1である. S iはプロセスの半順序集合であ

り，上界:Startと下界:Endがある. S iの任意の婆手軽P

3に対して， P 1をPJの殺プロセス， P JをP1のサブプ

ロセス〈子プロセス〉と呼ぶ.

各Pj1まSi以外の{也のサブプロセス集会に隠しではな

らない.

-荊提条件部は<条件式，分岐先〉の2字組の築合.プ

ロセスの作業本体を行う前に各条件が調べられる.

分岐先は P1のj寓するサブプロセス築会SkにIlliする 1

つのプ口セスで，条件が満たされないとき実行される.
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ー--・完了条件部lまプロセスでの作業を行なった後lこ判定す な作業安，それぞれ磁面上に関かれる 3組のエディタか

る条件の集合.前提条件部と同様な2字怨の集合であ らテキストで入力する.

る. プロセスによっては，前提/完了条件が不要なプロセ

このように， B Pモデルでは開発作業をプロセスとい スもある.それらについては，入力が必要のないことを

う単位で表現する.プロセスは階層構造を持ち， 1つの メ yセージで表示し，ユーザに知らせる.また，作業本

プロセスを細かいサブプロセスに分解することができる. 体が呉体的な作業のときはその記述を行う.一方，サブ

また，開発過程全体を 1つのプロセスとみなすことがで プロセスの系列としてすでに定義されている場合には，

きる.各プロセスは普通入力プロダクトを用いて，出力 作業本体部の記述はそこから自動的に生成する.

プロダクトを生成する. このように， S P D L用図式エディタを用いることに

作業本体で定義したサブプ口セス間の順序関係はいわ より，直接SPDLスクリプトを記述するよりも短い時

ばプロセス罰の正規の流れである.それに対して，前提 関で正確なスクリプトをつくることが期待できる.

条件部及び完了条件部で定義する分岐先とは，処理の流

れの中で何らかの例外が起こり，正常な処理を続行でき

なかったときにとるべき流れであるといえる.

この BPモテ、ノレを形式的に記述するために SPDLを

設けた. S P D Lでは，各プロセスの5つの構成要事誌を

順次テキストとして記述していく.

4. SPDL用図式エディタ

SPDLスクリプトは直接テキストエディタ等を利用

して記述する.この際，プロセス間の11鼠序関係，親子関

係について確認しながら，注意深く記述を進める必要が

ある.そこで効率よくスクリプトを作成できるよう図式

エディタを作成した.

図式エディタはX-Windowシステムとマウスを

利用することによりスクリプトを作成する上での必要な

情報を視覚的な形で表示，入力し， S P D Lスクリプト

の作成支援を行う.

このエディタでは， 1つのウインドウが 1つのサブプ

ロセス集合に対応する.さらに個々のサブプロセスがウ

インドウの中に箱の形で表示される(図2).図2では，

プロセス ma n に対して，そのサブプロセス

e d t"と comp e を示している.それ

ぞれの箱の中にはそのプロセスの名称、が苦手かれている.

プロセス閣の順序関係および前提/完了条件を満たさな

い場合の分岐先は，マウスにより入力し，矢印の形で示

される.この順序関係の入力iこ対して不俄がある場合に

は警告が出される.矢印lこは3穏類あり，それぞれ，前

提条件を満たさない場合の分岐先(点線の矢印)，完了

条件を満たさない場合の分岐先〈車回線の矢印)，プロセ

ス簡の正規の流れ〈太線、の矢印〉で区別している.図2

の例では J n e d t n の後に comp e を行

うことを太線の矢印で示している comp e 

の前提条件または完了条件が満たされない場合は，分岐

先が" e d t"であることを紹線と点線の矢印で示し

ている.

これらの入力を終えた後に，それぞれのプロセスにつ

いて，前提条件及び完了条件，作業本体における具体的
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図2 簡単な開発過程の例

5.おわりに
構造的開発過程記述言語SPDLによるスクザプト記

述を支援するための図式エディタについて，その概要を

説明した.現在，この図式エディタはプロトタイプ版で

あり，今後はエディタとしての機能拡張及びその操作性

の向上を殴りたい.
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